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●投資奨励委員会布告第２／２５５７号に基づく投資奨励業種リストを改定増

補する投資奨励委員会布告第ソー・１／２５５８号 

 投資奨励の政策と原則についての仏暦２５５７年１２月３日付けの投資奨励

委員会布告に関し、仏暦２５２０年投資奨励法令の第１６条第２段の内容に基

づく権限に拠り、投資奨励委員会は次のように布告を制定する。 

 

 １、仏暦２５５７年１２月３日付けの投資奨励委員会布告第２／２５５７号

の末尾リストの第４章／金属製品・機械・輸送設備の第４・８業種の第４・

８・５業種を廃止し、第４・８業種の輸送機械部品グループ事業に追加して、

以下のように業種と要件を定める。 

 

 ４・８・５、燃料システム部品生産、すなわち 

 ４・８・５・１、燃料ポンプ 

 ４・８・５・２、インジェクション・ポンプ 

 ４・８・５・３、インジェクター 

 【要件】委員会が承認したところに基づく部品成型と組立工程を有していな

ければならない。 

 【特典】Ａ３ 

 

 ４・８・６、トランスミッション・システム部品生産、すなわち 

 ４・８・６・１、サン・ギア 

 ４・８・６・２、リング・ギア 

 ４・８・６・３、シフト・ギア 

 【要件】なし 

 【特典】Ａ３ 

 ４・８・６・４、トランスファー・ケース 

 ４・８・６・５、トルク・コンバータ 

 ４・８・６・６、キャリア 

 ４・８・６・７、プロペラ・シャフト 

 ４・８・６・８、ドライブ・シャフト 

 ４・８・６・９、ユニバーサル・ジョイント 

 ４・８・６・１０、ディファレンシャル 

 【要件】委員会が承認したところに基づく部品成型と組立工程を有していな

ければならない。 

 【特典】Ａ３ 

 

 ４・８・７、エンジン・システム部品生産、すなわち 

 ４・８・７・１、ターボチャージャー 

 【要件】委員会が承認したところに基づく部品成型と組立工程を有していな

ければならない。 

 【特典】Ａ３ 

 ４・８・７・２、ターボチャージャー部品、すなわち 



 

 ４・８・７・２・１、タービン・ブレード 

 ４・８・７・２・２、タービン・ハウジング 

 ４・８・７・２・３、ベアリング・ハウジング 

 ４・８・７・３、シリンダー・ヘッド 

 ４・８・７・４、シリンダー・ブロック 

 ４・８・７・５、クランク・シャフト 

 ４・８・７・６、カム・シャフト 

 ４・８・７・７、コネクティング・ロッド 

 ４・８・７・８、エンジン・バルブ 

 ４・８・７・９、ピストン 

 【要件】なし 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・８、安全部品生産、すなわち 

 ４・８・８・１、セーフティバッグ 

 【要件】なし 

 【特典】Ａ４ 

 ４・８・８・２、セーフティバッグ部品、すなわち 

 ４・８・８・２・１、インフレータ 

 【要件】なし 

 【特典】Ａ３ 

 ４・８・８・２・２、イニシエータ 

 ４・８・８・２・３、クーラント・フィルター 

 【要件】なし 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・９、ブレーキ・システム部品生産、すなわち 

 ４・８・９・１、ブレーキ・ブースター 

 ４・８・９・２、ブレーキ・キャリパー 

 ４・８・９・３、ブレーキ・マスター・シリンダー 

 ４・８・９・４、ブレーキ・ウィール・シリンダー 

 ４・８・９・５、ウィール・ハブ 

 ４・８・９・６、パイプ・ブレーキ・セット 

 【要件】委員会が承認したところに基づく部品成型と組立工程を有していな

ければならない。 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・１０、サスペンション・システム部品生産、すなわち 

 ４・８・１０・１、ショックアブソーバー 

 ４・８・１０・２、ボールジョイント 

 【要件】委員会が承認したところに基づく部品成型と組立工程を有していな

ければならない。 



 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・１１、ステアリング・システム部品生産、すなわち 

 ４・８・１１・１、パワー・ステアリング・ポンプ 

 ４・８・１１・２、ラック･アンド・ピニオン・ステアリング 

 【要件】委員会が承認したところに基づく部品成型と組立工程を有していな

ければならない。 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・１２、クーリング・システム部品生産、すなわち 

 ４・８・１２・１、ウォーター・ポンプ 

 【要件】委員会が承認したところに基づく部品成型と組立工程を有していな

ければならない。 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・１３、排気システム部品生産、すなわち 

 ４・８・１３・１、触媒コンバータ 

 【要件】委員会が承認したところに基づく部品成型と組立工程を有していな

ければならない。 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・１４、エアコン・システム部品生産、すなわち 

 ４・８・１４・１、エアコンプレッサー 

 【要件】委員会が承認したところに基づく部品成型と組立工程を有していな

ければならない。 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・１５、高張力鉄タンク部品（ultimate tensile strength steel）生産 

 【要件】７００メガ・パスカル以上の高張力鉄を使用しなければならない。 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・１６、輸送機械用ボールベアリング生産 

 【要件】プロジェクト内で鋼球を自製しなければならない。 

 【特典】Ａ４ 

 

 ４・８・１７、その他の輸送機械部品生産、すなわち 

 【要件】なし 

 【特典】Ｂ１ 

 

 ２、仏暦２５５７年１２月３日付けの投資奨励委員会布告第２／２５５７号

の末尾リストの第７章、第７・９・１・６業種／ゴム工業団地またはゴム工業

区に追加して、以下のように業種と要件を定める。 

 



 

 ７・９・１・６、ゴム工業団地またはゴム工業区事業 

 【要件】委員会が定めた要件に従わなければならない。 

 【特典】Ａ３ 

 

 ３、仏暦２５５７年１２月３日付けの投資奨励委員会布告第２／２５５７号

の末尾リストの第７・３・１業種／軌道商品輸送事業を廃止して、以下のよう

に業種と要件に代える。 

 

 ７・３・１、軌道商品輸送事業 

 【要件】関係する国の機関から承認を受けなければならない。 

 【特典】Ａ２ 

 

 ここに仏暦２５５８年（西暦２０１５年）９月１６日から。 

 

     （おわり） 


